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１．課題の概要 
本委託業務では，位相シフト光干渉法によるセンサを用いた振動観測システム（以下，

「光センサシステム」という．）を，火山地帯における多点（多成分）アレイ観測用システ

ムに拡張し，次世代の火山観測に適した観測システムの諸元と仕様を確立することを目的

とする． 
  平 成 28 年 度 に 実 施 し た フ ィ ー ジ ビ リ テ ィ ス タ デ ィ の 成 果 を 踏 ま え て ，

JOGMEC-Phase1 光センサ試作機を用いた各種検証業務を行う．【①火山での実際の観測

環境による検証，②光センサシステムの原理的な特徴である耐雷等の検証】また，これら

検証結果等を踏まえ，光センサシステムを用いた多チャンネル観測システムの実用化に向

けた要素技術の開発・組み込みと検証を行うことにより，観測システムの諸元と仕様を確

立する．この光センサシステム開発については，東京工業大学と協力して有限要素法解析

等における設計検証を行い，このシステムに適した振動子の設計等を行う．なお，光セン

サシステムを配置する火山は，関東で活動的な火山である浅間山を想定している．そのた

め，平成 29 年度から東京工業大学のほか東京大学地震研究所を協力機関に加え，東京大

学地震研究所浅間火山観測所において観測を実施する． 
 本委託業務は，火山研究人材育成コンソーシアムに対して，新しい観測方法の創出に向

けたインスピレーションをもたらすことで火山防災の充実に寄与できる可能性がある．す

なわち，火山研究人材育成コンソーシアムの参加者に本委託業務で行う観測を見学しても

らうことにより，本委託業務の担当者が思いつかなかったような新しい火山の観測法に気

がついてもらうチャンスを提供できる．さらに，発見的学習の機会を提供することによっ

て，火山に強い関心と深い理解をもつ人材の育成に貢献することが期待される． 
本委託業務で得られた成果は，光センサシステムを火山のモニタリングシステムとして

実用的に使用できることになる．この光センサシステムの利点を考えれば，海底火山のモ

ニタリングへの展開が一番に考えられ，また 200 ℃ 程度であれば，地中深部観測にも有

効な展開ができると考えられる．なお，このシステムは性質上，例えば，海底での観測網

の展開に威力を発揮すると考えられるので，将来は海底火山の観測，海底でのカルデラ火

山のモニタリングにも展開することを考えている ．このシステムの開発検討にあたっては，

気象庁や火山研究機関などのユーザーに広く利用されるよう，ニーズの調査を行い，要素

技術の改良点の抽出・把握や必要に応じた改良及び転用技術の開発に向けた情報収集を行

うとともに，これらの機関の火山観測システムの次回更新時に導入に向けて，機関向けの

開発研究の方向性について，関係者と検討を行う． 
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